
【生 徒 心 得】 
Ⅰ服 装 
本校指定の制服を気候や体調に合わせて着用しましょう。 

  男子 ブレザー・スラックス（夏冬）・長袖、半袖シャツ・セーター・ベスト         

  女子 ブレザー・スラックス（夏冬）・スカート（夏冬）・長袖、半袖ブラウス・セーター・ベスト 

 

  防寒着（マフラー等も含む）は派手にならないものを着用しましょう。ただし、防寒着の着用は登下校時

のみとします。また、ブレザーを着用せずに防寒着を着用してはいけません。 

セーター及びベストについては、本校指定のものを着用しましょう。 

 

その他 

① 通学時には高校生らしく、派手でない靴を着用しましょう。 

② 登校したら下足ロッカーで履き替え、校舎内では指定の上履きを使用しましょう。みだりに装飾品で

服や髪や身体を飾ることや、マニキュア・口紅など化粧およびピアス等の装飾品してはいけません 

③ 染色・脱色・パーマ・エクステおよび進路指導上ふさわしくない髪型はしてはいけません。頭髪は、

本来の自分の髪のままを保ちましょう。 

④ 登下校の際は、休暇中であっても制服を着用しましょう。 

 

Ⅱ校内生活一般 
① 携帯電話はマナーを守り使用しましょう。授業中・考査中及び休み時間・昼休み以外の時間帯は絶対

に使用してはいけません。授業中・考査中は携帯電話の電源を切り、カバンの中に入れましょう。 

② 飲酒・喫煙（ノンアルコールビール等や電子たばこも含む）は絶対にしてはいけません。マッチ・ラ

イター等の喫煙具・煙草の所持及び飲酒者・喫煙者との同席は飲酒・喫煙と同等とみなします。 

③ いかなる暴力も、絶対にしてはいけません。 

④ 口頭やSNSでの言葉も精神的な暴力になり得ます。相手の心を傷つけることは絶対にしないようにし

ましょう。 

⑤ お互いの個性を尊重し、差別的な言動は絶対にしないようにしましょう。 

⑥ ナイフなど危険なものは校内に持ち込んではいけません。 

⑦ 必要以上の金銭や貴重品は学校に持参しないようにしましょう。やむを得ず持参した場合は、自己管

理を徹底し、盗難防止に努めましょう。 

⑧ ８時３５分（ＳＨＲ開始時間）以降に遅れて登校して来た場合及び授業に遅れた場合は、学年職員室

で入室許可証の発行をしてもらいましょう。 

⑨ 下校時間は、午後５時００分です。ただし、先生の付き添いがある場合は活動することができます。 

⑩ 登校後は許可なく校外に出てはいけません。通院等で外出する場合、体調不良等で早退する場合は早

退・外出許可証をクラス担任を通じ発行をしてもらいましょう。 

⑪ 建物・器具等への落書き及び破損は絶対にしてはいけません。発覚した場合は現状復帰・弁償になり

ます。 

⑫ 部活動等で教室等を利用する場合は、管理責任者の許可を得てから使用しましょう。 

⑬ 校内では無許可の募金活動や物品の販売はしてはいけません。 

 

Ⅲ通 学 
① 通学においては、団地内の私道・公園の遊歩道の通行は禁止します。 

（各教室掲示用の地図を参照） 

② 自転車通学を希望する生徒は、「自転車通学許可願い」をクラス担任を通じて生徒指導部に提出し、

その許可を得ましょう。許可されたものは、ステッカーを自転車の所定の場所に貼りましょう。自転

車通学規則を守りましょう。 

③ 「三ない運動」の基本的精神を踏まえ、原動機付自転車・自動二輪車・自動車の運転免許は取得して

はいけません。同乗もしてはいけません。 

④ 特別な事情のある場合は、保護者等の自動車の運転に限り、同乗を認めます。 

 

Ⅳ諸届け・証明書 
① 欠席する場合は、保護者を通じて電話等によってクラス担任に連絡しましょう。 



② 事前に判明している遅刻・早退・欠課についても、同様に届け出をしましょう。 

③ 病気欠席が一週間以上にわたる場合には、原則として医師の診断書をクラス担任に届け出ましょう。 

④ 本人または家族が感染症（インフルエンザ等）にかかった場合は直ちにクラス担任に届け出ましょう。 

⑤ 忌引きの扱いを受けるには、担任に届け出ましょう。 

⑥ 疾病その他の理由で休学する場合は、クラス担任に相談の上、学校長に願い出ましょう。復学する場

合も同じです。 

⑦ 姓名・住所・保護者・保証人等の変更・異動があった場合には、クラス担任に速やかに届け出て手続

きをしましょう。 

⑧ 生徒証明書は毎年度初めに発行します。 

⑨ 生徒証明書は常時携行し、いつでも本校生であることを証明できるように心がけましょう。 

 

Ⅴその他 
① 原動機付自転車・自動二輪車・自動車の運転免許を取得していけません。免許の取得が発覚した場合

は、懲戒処分の対象となります。 

② 家庭の経済的事情等により、やむなくアルバイトをする場合には、事業内容・労働条件・職場の雰囲

気等を、保護者とも十分相談しましょう。 


